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平成20年８月26日（火曜日） 第2007号秋　　田　　県　　公　　報
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
定
介
護
機
関
か
ら
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五

十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　
　
　
　
　
規　
　
　
　
　
　
則

　
　
　
　
　
告　
　
　
　
　
　
示

名　
　
　
　
　
　
　

称

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

所　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　

地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指
定
年
月
日

た
か
の
す
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
社
団　

宝
樹
会　

理
事
長

北
秋
田
市
栄
字
前
綱
六
十
九
番
地

歯
科
、
小
児
歯
科
、
矯
正
歯

科
、
歯
科
口
腔
外
科

平
成
二
十
年
八
月
二
日

お
ぎ
わ
ら
内
科
診
療
所

荻　

原　
　
　

忠

横
手
市
前
郷
字
下
三
枚
橋
七
十
五
番
地

内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科

平
成
二
十
年
八
月
十
一
日

　
　
規　
則

○
秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
四

　

五
・
雇
用
労
働
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
告　
示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
三
六
〇
・
福
祉
政
策
課
）
…
１

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
の
廃
止
（
三
六
一
・
福

　

祉
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
機
関
の
指
定
（
三
六
二
・
福
祉
政
策
課
）
…
２

○
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
た
め
の
公
聴
会
（
三
六
三
・
自
然
保
護
課
）
…
２

○
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
た
め
の
公
聴
会
（
三
六
四
・

　

自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画
（
三
六
五
・
農
山
村
振
興
課
）
…
…
…
３

○
家
畜
伝
染
病
の
発
生
（
三
六
六
・
農
畜
産
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
３

○
公
共
測
量
実
施
の
通
知
（
三
六
七
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
…
…
…
…
３

○
道
路
区
域
の
変
更
（
三
六
八
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
三
六
九
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
３

○
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
の
承
認
（
三
七
〇
・
仙
北
地
域

　

振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

　

数
（
六
六
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

○
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

　

（
六
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

　

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
規
則
第
四
十
五
号

　
　
　

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

秋
田
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
四
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
及
び
雇
用
促
進
事

業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
よ

る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
を
含

む
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中
「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
五
項
第
二
号
中
「
、
通
所
の
た
め
利
用
で
き
る
交
通
機
関
の
な

い
も
の
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
所
す

る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
支
給
対
象
者
の
住
所
若
し
く
は
居
所
か
ら

そ
の
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
交
通
機
関
の
最
寄
り
の
駅
（
停
留
所
等
を
含

む
。
）
ま
で
の
距
離
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
若
し
く
は
そ
の

利
用
す
る
こ
と
と
な
る
交
通
機
関
の
運
行
回
数
が
一
日
十
往
復
以
下
で
あ
る

者
の
う
ち
」
を
削
り
、
「
以
上
で
あ
る
者
」
を
「
以
上
で
あ
る
も
の
」
に
改

め
る
。

　
　
　
附　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り

指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

名　
　
　
　
　
　
　

称

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

所　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　

地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日



２

平成20年８月26日（火曜日） 第2007号秋　　田　　県　　公　　報

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を

開
催
す
る
の
で
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
午
前
十
一
時

　

㈡　

場
所　

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
地
六
十
二　

仙
北
地
域
振
興
局

第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

乙
越
沼
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
鳥
獣
の
保

護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県

規
則
第
二
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
午
前
十
時

　

㈡　

場
所　

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
地
六
十
二　

仙
北
地
域
振
興
局

第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

方
角
沢
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

二
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
午
前
十
一
時

　

㈡　

場
所　

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
地
六
十
二　

仙
北
地
域
振
興
局

第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

乙
越
沼
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

三
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
午
後
一
時

　

㈡　

場
所　

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
地
六
十
二　

仙
北
地
域
振
興
局

第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

払
田
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

四
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
午
後
二
時

　

㈡　

場
所　

大
仙
市
大
曲
上
栄
町
十
三
番
地
六
十
二　

仙
北
地
域
振
興
局

第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

八
乙
女
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

五
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
七
日
午
前
十
時

　

㈡　

場
所　

潟
上
市
飯
田
川
下
虻
川
字
八
ッ
口
七
十
番
地　

潟
上
市
役
所

飯
田
川
庁
舎
第
一
会
議
室

　

㈢　

案
件　

飯
田
川
公
園
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ッ
ピ
ー
井
川
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
秋
田　

代
表
取

締
役
社
長

南
秋
田
郡
井
川
町
浜
井
川
字
土
樋
百
六
十

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問

介
護

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日

ハ
ッ
ピ
ー
井
川
・
居
宅
介
護
支
援
事

業
所

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
秋
田　

代
表
取

締
役
社
長

南
秋
田
郡
井
川
町
浜
井
川
字
土
樋
百
六
十

居
宅
介
護
支
援
事
業

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日

名　
　
　
　
　
　
　

称

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

所　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　

地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指
定
年
月
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
も
れ
び
訪

問
介
護
事
業
所

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

こ
も
れ
び

能
代
市
落
合
字
綱
割
十
三
─
百
七
十
四　

コ
ー
ポ
バ
レ
ン
シ
ア
百

三

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問

介
護

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

ハ
ッ
ピ
ー
井
川
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
東
日

本　

代
表
取
締
役
社
長

南
秋
田
郡
井
川
町
浜
井
川
字
土
樋
百
六
十

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問

介
護

平
成
二
十
年
七
月
一
日

ハ
ッ
ピ
ー
井
川
・
居
宅
介
護
支
援
事

業
所

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
東
日

本　

代
表
取
締
役
社
長

南
秋
田
郡
井
川
町
浜
井
川
字
土
樋
百
六
十

居
宅
介
護
支
援
事
業

平
成
二
十
年
七
月
一
日

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を

次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　



３

平成20年８月26日（火曜日） 第2007号秋　　田　　県　　公　　報

二　

道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

家
畜
伝
染

病
の
種
類
家
畜
の

種
類

患
畜
、

疑
似
患

畜
の
別
群
数
発
生
の
場
所
又

は
区
域

発
生
年
月
日

腐
蛆
病

み
つ
ば

ち

患
畜

四
群

能
代
市

平
成
二
十
年

八
月
八
日

道
路
の
種
類

旧
新
別

路　
　

線　
　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

旧

百
一
号

男
鹿
市
船
川
港
比
詰
字
神
田
前
一
〇
一
番
か
ら
一
七
五
番
地
先
ま
で

二
六
・
〇
〇
～
五
〇
・
〇
〇

〇
・
一
一
五

新

百
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〃

二
六
・
〇
〇
～
二
八
・
〇
〇

〇
・
一
一
五

一　

道
路
の
区
域

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

六
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
七
日
午
後
二
時

　

㈡　

場
所　

由
利
本
荘
市
水
林
三
百
六
十
六
番
地　

由
利
地
域
振
興
局
第

二
会
議
室

　

㈢　

案
件　

祓
川
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―
一
六
一
三
）

七
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
八
日
午
前
十
一
時

　

㈡　

場
所　

横
手
市
大
森
町
字
大
中
島
二
百
六
十
八
番
地　

横
手
市
役
所

大
森
地
域
局
第
三
会
議
室

　

㈢　

案
件　

保
呂
羽
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

八
㈠　

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
八
日
午
後
二
時

　

㈡　

場
所　

湯
沢
市
皆
瀬
字
沢
梨
台
五
十
一
番
地　

湯
沢
市
役
所
皆
瀬
総

合
支
所
会
議
室
Ａ

　

㈢　

案
件　

皆
瀬
ダ
ム
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

　

㈣　

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課

（
〇
一
八―

八
六
〇―

一
六
一
三
）

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
の
三
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
平
成
二
十
年
度
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画

を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一
㈠　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　
　

湯
沢
市

　

㈡　

調
査
地
域

　
　
　

湯
沢
市
秋
ノ
宮
、
皆
瀬
、
駒
形
町
、
川
連
町
、
三
梨
町
字
飯
田
掵
下

ほ
か
百
七
十
字

　

㈢　

調
査
期
間

　
　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま

で

二
㈠　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　
　

由
利
本
荘
市

　

㈡　

調
査
地
域

　
　
　

由
利
本
荘
市
大
簗
、
滝
ノ
沢
、
矢
島
町
川
辺
、
矢
島
町
木
在
、
東
由

利
田
代
、
東
由
利
黒
渕
字
段
ノ
下
ほ
か
二
十
九
字

　

㈢　

調
査
期
間

　
　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま

で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

　

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
の
で
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
か
ら
公
共
測
量
実
施
の
通

知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

作
業
の
種
類

　
　

公
共
測
量
（
水
準
点
）

二　

作
業
を
行
う
地
域

　
　

北
秋
田
市
根
森
田
地
域

三　

作
業
を
行
う
期
間

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
八
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　



発
行
者　

秋　
　
　

  

田　
　
　

  

県

　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金　

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印　

刷　

所　

株
式
会
社　

松　

原　

印　

刷　

社

　
　
　
　
　
　

電
話

（862）
八
七
六
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（863）
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

atsubara@
m

atsubarainsatsu.co.jp

印　

刷　

者　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

原　
　

繁　
　

雄

４
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二　

供
用
開
始
の
期
日　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

三　

道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場

所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
七
十
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変

更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
行
う
者

　
　

秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第

四
号
に
掲
げ
る
事
業

三　

変
更
内
容

　
　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
関
係
事
務
に
係
る
処
理
基
準
の
改
正
に
伴

う
農
用
地
等
の
売
渡
し
等
の
相
手
方
に
係
る
要
件
の
変
更
等

四　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
日　

平
成
二
十
年
八

月
十
八
日

秋
選
管
告
示
第
六
十
六
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
、
第
七

十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
六
条
並
び
に
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の

数
及
び
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

田　

中　

伸　

一　

五
十
分
の
一
の
数　
　
　

一
八
、
八
六
七

三
分
の
一
の
数
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
三
、
八
八
六

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
選
管
告
示
第
六
十
七
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
の
規
定
に

よ
る
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

田　

中　

伸　

一　

選
挙
区
別

　

秋
田
市　
　
　
　
　
　

八
九
、
七
五
〇

　

能
代
市
山
本
郡　
　
　

二
七
、
〇
八
九

　

横
手
市　
　
　
　
　
　

二
八
、
六
一
八

　

大
館
市　
　
　
　
　
　

二
二
、
八
二
二

　

男
鹿
市　
　
　
　
　
　
　

九
、
九
六
一

　

湯
沢
市
雄
勝
郡　
　
　

二
一
、
一
〇
二

　

鹿
角
市
鹿
角
郡　
　
　

一
二
、
〇
二
四

　

由
利
本
荘
市　
　
　
　

二
四
、
五
〇
五

　

潟
上
市　
　
　
　
　
　
　

九
、
七
五
六

　

大
仙
市
仙
北
郡　
　
　

三
二
、
四
三
二

　

北
秋
田
市
北
秋
田
郡　

一
一
、
九
四
九

　

に
か
ほ
市　
　
　
　
　
　

七
、
八
五
九

　

仙
北
市　
　
　
　
　
　
　

八
、
八
二
七

　

南
秋
田
郡　
　
　
　
　
　

七
、
七
四
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